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通
算
第
26
回
（
法
人
化
第
22
回
）

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ピ
ア
ソ
ン
会
総
会
終
了
！

　

５
月
25
日
土
曜
日
、
２
０
２
４
年
度
定
期
総
会
を
開
催
。
昨
年
に
引
き
続
き
、
顧
問
の
ハ
ー

ド
氏
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
駆
け
つ
け
出
席
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
参
加
者
は
16
名
。
16
時

半
か
ら
17
時
半
ま
で
の
約
１
時
間
を
昨
年
度
の
活
動
、
さ
ら
に
新
年
度
の
活
動
計
画
に
つ
き
議

論
を
交
わ
し
、
無
事
審
議
を
終
え
、
最
後
に
ハ
ー
ド
顧
問
か
ら
ピ
ア
ソ
ン
会
活
動
へ
の
励
ま
し

の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
総
会
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

議
案
の
審
議

　

議
長
に
長
南
幸
子
運
営
会
員
を
選
出

し
、
審
議
が
始
ま
り
ま
し
た
。
第
１
号
議

案
の
２
０
２
３
年
度
活
動
報
告
・
会
計
報

告
が
事
務
局
か
ら
あ
り
、
質
疑
を
受
け
た

後
、
小
林
清
美
監
査
委
員
か
ら
、
監
査
報

告
が
な
さ
れ
、
全
員
一
致
で
活
動
報
告
及

び
会
計
報
告
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
第
２
号
議
案
、
２
０
２
４
年
度
事

業
計
画
（
案
）・
会
計
予
算
（
案
）
の
審

議
に
移
り
ま
し
た
。
記
念
館
の
管
理
業
務

経
費
は
受
託
事
業
費
で
運
営
。
ピ
ア
ソ
ン

記
念
館
自
主
事
業
費
は
ピ
ア
ソ
ン
会
の

独
自
予
算
で
負
担
な
ど
の
説
明
。

　
前
年
度
の
主
な
事
業
内
容

　

２
０
２
３
年
５
月
27
日
に
㈯
に
前
年

度
の
総
会
を
終
え
、
以
降
定
例
理
事
会
を

毎
月
一
回
、
月
初
の
第
１
火
曜
日
に
開
催

し
、
各
種
報
告
事
項
、
議
案
事
項
を
審
議

し
、
ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
の
運
営
管
理
及
び

ピ
ア
ソ
ン
会
の
自
主
事
業
を
実
施
。

　

記
念
館
の
運
営
と
し
て
は
、
年
間
開

科　　　　目
2023 年度
当初予算額

2023 年度
補正予算額

2023 年度
決　算　額

予算増減

　会費収入 280,000 0 277,000 △ 3,000
運営会員 90,000 0 75,000 △ 15,000
賛助会員 90,000 0 102,000 12,000
フレンド会員 0 0 0 0
団体会員 100,000 0 100,000 0

　寄付金収入 290,000 0 373,027 83,027
個人寄付 50,000 0 72,527 22,527
団体寄付 20,000 0 10,000 △ 10,000
本の寄付 　60,000 0 90,860 30,860
CD の寄付 10,000 0 8,000 △ 2,000
絵葉書の寄付 150,000 0 191,640 41,640
その他 0 0 0 0

　助成金収入 0 50,000 50,000 0
0 50,000 50,000 0

　委託料収入 5,013,800 4,400 5,030,450 12,250
国際交流委託料 0 0 12,250 12,250
指定管理委託料 5,013,800 4,400 5,018,200 0

　前　受　金 0 0 0 0
　雑　収　入　 67 0 11 △ 56
　今年度収入合計 5,583,867 54,400 5,730,488 92,221
　前年度繰越金 767,133 0 767,133 0
　今年度総収入合計 6,351,000 54,400 6,497,621 92,221

《2023 年度収入決算》

◎　開催日時　：2024 年６月 22 日㈯午後 5 時より午後６時まで（開場 4 時半）
◎　開催場所　：ピアソン記念館１階　北見市幸町７丁目４番 28 号　
◎　演　　奏　：鹿野誠一（SHIKANO Seiichi）旭川在住。賛助出演：森元裕太（北見）
◎予約チケット：鑑賞料は 500 円。（予約受付、電話可）。40 名で〆切ます。
◎問い合わせ　：ピアソン記念館（電話 0157-23-2546）ピアソン会　℡ 31-1215

第 41 回文化サロン de ピアソン

〜 懐かしのピアソン記念館 〜「思い出コンサート」
クラシックギター

館
日
数
は
、
３
０
５
日
、
入
館
者
数

は
５
８
８
４
名
（
前
年
度
開
館
数
は
、

３
０
０
日
。
入
館
者
数
は
５
２
９
７
名
）

で
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
入
館
者
減
現
象

は
、
回
復
傾
向
へ
。
ま
た
、
玄
関
屋
根
の

補
修
工
事
を
約
40
日
か
け
実
施
し
た
。

　

主
な
事
業
と
し
て
は
、

⑴
「
ふ
れ
あ
い
事
業
」
と
し
て
、
年
６
回

の
会
報
「
ピ
ア
ソ
ン
便
り
」
発
行
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
月
一
回
の
更
新
実
施
。
ピ
ア

ソ
ン
の
庭
花
壇
の
手
入
れ
作
業
な
ど
。

⑵
「
コ
ン
サ
ー
ト
事
業
」
で
は
、「
第
25

回
グ
リ
ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
、
３
年
間

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
中
止
以
来
、
４
年
ぶ
り

に
実
施
に
向
け
て
準
備
を
し
た
が
、
当
日

残
念
な
が
ら
悪
天
候
の
た
め
中
止
。
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2024 年度会費納入のお願い
①　運営会員（会費 5,000 円）   ②賛助会員（会費 3,000 円）   ③団体会員（会費 10,000 円）
◉　郵便振替の場合：振替用紙で窓口手続きは 203 円、ATM 振込では 152 円です。
　　郵貯銀行間の場合：本人口座よりピアソン口座へは、110 円で振込できます。
　　　　記号／ 19910　番号／ 9509351　口座名：特定非営利活動法人ピアソン会　　　
　　他行から、普通預金【口座番号】9509351　【店名】九九八　で、本人銀行手数料。
◉　北見信金振込は：北見信用金庫本店営業部から ATM での扱いで、同一本店内無料。
　　　特定非営利活動法人ピアソン会、普通口座番号／ 1018723　他支店からは 110 円。
◉　北海道労働金庫北見支店：同一支店内無料。他支店からは 110 円。
　　　特定非営利活動法人ピアソン会、普通預金口座番号／ 1035638
　※ピアソン会（ピアソン記念館）へ直接納付も可能。手数料はかかりません！　

《2023 年度支出決算》2024 年度会計予算
新
年
度
事
業
・
予
算
に
つ
い
て

前年度繰越 767,133 円 + 今年度収入 5,730,488 円−
今年度支出合計 5,537,958 円＝次年度への繰越し 959,663 円

※　2023 年 度 の 残 高 は、 上 記 の 通 り と な り、
2024 年度の会計に引き継ぎしました。
　この残額は、ピアソン記念館を全国宣伝するた
めの経費としての事業で予算化することを、総会
で了承されました。

　　　　《  収  入  の  部  》
科　　　目 2023 年度

予　算　額
2023 年度
決　算　額

2024 年度
予　算　額

会　費　収　入 280,000 277,000 280,000
 運営会員 90,000 75,000 75,000
 賛助会員 90,000 102,000 105,000
 フレンド会員 0 0 0
 団体会員 100,000 100,000 100,000

寄　付　金　収　入 290,000 373,027 280,000
 個人寄付 50,000 72,527 50,000
 団体寄付 20,000 10,000 10,000
 本の寄付 60,000 90,860 60,000
 CD の寄付 10,000 8,000 10,000
絵葉書の寄付等 150,000 191,640 150,000
その他 0 0 0

助　成　金　収　入 50,000 50,000 0
 助成金 50,000 50,000 0

委　託　料　収　入 5,018,200 5,030,450 5,018,200
指定管理委託料 5,018,200 5,018,200 5,018,200
その他委託料 0 12,250 0

前　　受　　金 0 0 0
雑　　収　　入 67 11 137
繰　　越　　金 767,133 767,133 959,663
収　入　合　計 6,405,400 6,497,621 6,538,000

　　　　《  支  出  の  部  》
科　　目 2023 年度

予算額
2023 年度

決算額
2024 年度

予算額

指定管理受託事業 5,013,800 4,625,648 5,018,200
 人　件　費 3,062,032 3,061,568 3,062,032

 需要・役務・委託料 1,425,357 1,416,726 1,428,729
消 耗 品 費 100,000 170,737 100,000

 燃　料　費 191,100 204,919 191,100
 印刷製本費 180,000 180,300 180,000
 光 熱 水 費 244,832 228,843 244,832
 修　繕　料 50,000 36,036 50,000
 通信運搬費 52,200 52,061 52,200
 手　数　料　 39,200 31,000 39,200
 委　託　料 568,025 512,830 571,397

 諸    　経   　費 70,611 13,300 71,239
 消　   費　   税 455,800 134,054 456,200

ピアソン会経費 1,271,800 912,310 1,514,400
自　主　事　業　費 1,050,000 752,152 1,310,000

 企画展事業 0 0 0
 出 版 事 業 50,000 0 0

 ふれあい事業 400,000 388,087 450,000
 コンサート事業 200,000 109,490 150,000
 展示の充実事業 100,000 20,602 390,000
 その他の事業 300,000 233,973 320,000

 ピアソン会事務費 221,800 160,158 204,400
 事 　務 　経 　費 50,000 6,990 30,000
 通　　信　　費 100,000 83,030 90,000
 会　　議　　費 50,000 40,138 60,000

 旅　　費 0 0 0
 雑　　費 21,800 30,000 24,400

　　　予　備　費 65,400 0 5,400
支　出　合　計 6,351,000 5,537,958 6,538,000

⑶
「
展
示
の
充
実
事
業
」
は
、
恒
例
と

な
っ
た
幼
児
に
よ
る
「
手
作
り
ク
リ
ス

マ
ス
ツ
リ
ー
」
の
展
示
、
ハ
ー
ブ
部
会

に
よ
る
、
各
種
リ
ー
ス
の
館
内
展
示
。

⑷
「
そ
の
他
の
事
業
」
で
は
、
第
38
回

文
化
サ
ロ
ン
「
ザ
・
グ
ッ
ピ
ー
ズ
」
サ

マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催
。
第
39
回
文

化
サ
ロ
ン
「
ハ
ー
ブ
フ
ラ
ワ
ー
キ
ャ
ン

ド
ル
」
製
作
講
習
会
の
実
施
。
第
40
回

文
化
サ
ロ
ン
「
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
講

習
会
」
な
ど
。
ま
た
、「
飛
び
出
す
便
箋
」

な
ど
の
グ
ッ
ズ
も
製
作
す
る
。

　

新
年
度
で
は
例
年
の
事
業
に
加
え
、

特
に
力
を
入
れ
る
事
業
と
し
て
、
北
海

道
庁
赤
れ
ん
が
庁
舎
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に

伴
い
、「
北
海
道
遺
産
」
展
示
ス
ペ
ー
ス

が
設
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
ピ
ア
ソ
ン

記
念
館
の
案
内
ブ
ー
ス
充
実
に
取
組
む
。

　

ま
た
、
７
月
20
日
土
曜
日
に
は
、
姉

妹
都
市
エ
リ
ザ
ベ
ス
市
の
訪
問
団
歓
迎

コ
ン
サ
ー
ト
を
「
第
26
回
グ
リ
ー
ン
コ

ン
サ
ー
ト
」
と
し
て
実
施
す
る
。

　

さ
ら
に
、
右
記
行
事
に
合
わ
せ
、
ピ

ア
ソ
ン
記
念
館
英
語
版
オ
リ
ジ
ナ
ル
エ

コ
バ
ッ
グ
を
追
加
製
作
す
る
。

　

ま
た
、
郵
便
料
の
大
幅
値
上
げ
や
、

印
刷
代
の
高
騰
な
ど
、
会
報
「
ピ
ア
ソ

ン
便
り
」
発
行
・
送
付
に
、
経
費
上
昇

が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
の
会
報
提
供
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、

紙
媒
体
で
の
発
行
に
関
し
て
は
、
会
員

へ
の
サ
ー
ビ
ス
限
定
と
す
る
か
こ
の
１

年
間
を
か
け
検
討
す
る
。

　

ピ
ア
ソ
ン
宣
教
師
夫
妻
の
調
査
研
究

に
関
し
て
は
、
北
原
会
員
、
玉
置
会
員

な
ど
、
積
極
的
に
資
料
収
集
を
実
施
し

て
い
る
事
か
ら
、
今
後
も
会
報
を
通
じ

て
発
表
の
場
を
提
供
す
る
。

　

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
関
連
の
団
体
と
の
交
流

も
よ
り
一
層
深
め
、
当
記
念
館
台
所
復

元
に
向
け
て
の
資
料
収
集
を
行
う
。
ピ

ア
ソ
ン
夫
妻
の
業
績
と
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建

築
と
は
、
当
記
念
館
に
と
っ
て
両
輪
の

関
係
で
あ
る
の
で
、
建
物
に
関
し
て
も

積
極
的
に
周
知
活
動
を
実
施
す
る
。

　

以
上
、
事
業
計
画
の
要
約
を
紹
介
。

科　　　　目 2022 年度
決算額

2023 年度
予算額

2023 年度
決算額 増　減

指定管理受託事業 4,643,121 5,018,200 4,625,648 392,552
人　件　費 3,061,561 3,062,032 3,061,568 464

需要・役務・委託料 1,398,956 1,428,729 1,416,726 12,003
消 耗 品 費 186,977 100,000 170,737 ▲ 70,737
燃　料　費 214,897 191,100 204,919  ▲ 13,819
印刷製本費 144,900 180,000 180,300   ▲ 300

光  熱  水  費 250,989 244,832 228,843 15,989
修　繕　料 21,828 50,000 36,036 13,964 
通信運搬費 50,975 52,200 52,061  139
手　数　料 31,000 39,200 31,000 8,200 
委　託　料 497,390 571,397 512,830 58,567

諸　経　費 48,540 71,239 13,300 57,939
消　費　税 134,064 456,200 134,054 322,146

ピアソン会経費 1,266,974 1,321,800 912,310 409,490
  自主事業費 1,151,381 1,100,000 752,152 347,848

企画展事業 0 0 0 0
出  版  事  業 149,851 50,000 0 50,000
ふれあい事業 352,325 400,000 388,087 11,913
コンサート事業 0 200,000 109,490 90,510
展示の充実事業 5,470 100,000 20,602 79,398
その他の事業 643,735 350,000 233,973 116,027

ピアソン会事務費 115,593 221,800 160,158 61,642
事  務  経  費 0 50,000 6,990 43,010
通　信　費 87,282 100,000 83,030 16,970
会　議　費 28,311 50,000 40,138 9,862
旅　　費 0 0 0 0
雑　　費 0 21,800 30,000 ▲ 8,200

予  　備　  費 0 65,400 0 65,400
   今年度支出合計 5,910,095 6,405,400 5,537,958 867,442
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ハ
ー
ブ
部
会
員
で
の
花
壇
清
掃
！
　

⑲

　
こ
の
「
ピ
ア
ソ
ン
学
事
始
め
」
は
、
22
年
前
に
街
の
情
報
誌
に

書
か
れ
た
も
の
で
す
が
、
少
し
手
を
加
え
年
号
な
ど
も
修
正
し
改

稿
と
し
て
連
載
し
て
い
ま
す
。

⒆
　
ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
、

　
　
　
　
旭
川
へ
の
転
居

資
料
／
１
９
０
１
（
明
治
34
）
年
４
月
号
、

旭
川
婦
人
矯
風
会
の
設
立
が
記
録
さ
れ
て
る
。

　

ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
が
、
札
幌
よ
り
旭
川

に
転
居
し
た
年
が
い
つ
で
あ
っ
た
の
か
、

正
確
に
は
解
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
云

い
ま
す
の
は
、
資
料
に
よ
っ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
転
居
記
録
年
が
ま
ち
ま
ち
あ
っ

た
た
め
で
す
。
一
番
信
頼
さ
れ
て
い
る

小
池
創
造
牧
師
著
「
田
舎
伝
道
者
」
や

「
北
海
道
基
督
教
史
年
表
」
で
は
、
明
治

三
六
年
に
旭
川
へ
移
住
と
の
記
載
が
あ

り
、
こ
れ
で
解
釈
す
る
と
、
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
に
矛
盾
が
出
て
い
ま
し
た
。
お

お
よ
そ
明
治
三
四
年
頃
と
推
定
す
る
の

が
一
番
納
得
で
き
る
の
で
す
が
、
正
確

な
記
録
を
見
つ
け
な
い
か
ぎ
り
推
定
で

し
か
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

当
時
の
新
聞
や
雑
誌
な
ど
で
、
ほ
ぼ

リ
ヤ
ル
タ
イ
ム
で
書
か
れ
た
も
の
が
見

つ
か
れ
ば
と
、
札
幌
時
代
か
ら
ピ
ア
ソ

ン
夫
人
の
活
動
記
録
な
ど
が
掲
載
さ
て

い
る
「
婦
人
新
報
」
の
記
録
を
隈
な
く
、

調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
す
る

と
明
治
三
四
年
の
四
月
号
に
、
旭
川
か

ら
の
報
告
と
し
て
、「
旭
川
婦
人
矯
風
会

支
部
の
設
立
」
の
報
告
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
三
月
一
日
と
月
日

も
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
、
旭

川
教
会
が
戦
後
の
「
教
会
史
」
で
記
録

し
て
い
る
『
一
九
〇
一
年
に
宮
下 

十
四

丁
目
に
新
会
堂
を
建
設 

す
る
。
同
年
か
ら

ピ
ア
ソ
ノ
宣
教
師
が
た
び
た
び
訪
れ
、
約

十
三
年
間
伝
道
支
援
を
受
け
る
』
と
い
う

記
録
と
ぴ
っ
た
り
と
合
う
こ
と
に
な
る
の

で
す
。
こ
れ
で
、
前
記
案
内
の
「
北
海
道

基
督
教
史
年
表
」
等
の
間
違
い

0

0

0

を
確
定
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

こ
の
明
治
三
四
年
と
い
う
年
は
、
旭
川

の
発
展
に
と
っ
て
も
重
要
な
年
で
も
あ
り

ま
し
た
。
ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
は
、
こ
れ
か
ら

発
展
し
人
々
の
増
え
る
場
所
で
の
伝
道
活

動
を
選
ん
だ
の
で
す
。
そ
れ
が
札
幌
を
離

れ
る
大
き
な
要
因
で
あ
り
、
こ
の
地
で
さ

ら
に
活
躍
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

50 周年歓迎コンサート記念写真

　　　姉妹都市エリザベス市訪問団歓迎

　第 26 回グリーンコンサート開催案内

　◎開催日時：2024 年７月 20 日㈯　午後１時半より午後３時まで（予定）
　◎開催場所：ピアソン記念館前庭　北見市幸町７丁目４番 28 号　（雨天の場合中止）

　◎出演団体：北見市立中央小学校ブラスバンド部、市立北中学校吹奏楽部、　　
　　　　　　　北見工大・看護大吹奏楽部、北見吹奏楽団、北見交響吹奏楽団
　◎その他　：鑑賞無料　北見市・エリザベス市姉妹都市提携 55 周年記念。

　

ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
前
庭
花
壇
の
冬
明

け
清
掃
作
業
を
、
５
月
９
日
に
ハ
ー
ブ

部
会
の
婦
人
た
ち
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
前
庭
は
、
ピ
ア
ソ
ン
婦
人
が
、

ピ
ア
ソ
ン
邸
の
花
園
と
し
て
、
人
々
の

の
憩
い
の
場
と
し
て
い
ま
し
た
。
今
回
、

冬
明
け
の
整
理
作
業
を
終
え
、
６
月
に

は
色
と
り
ど
り
の
花
を
植
え
、
記
念
館

を
訪
れ
る
人
々
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
に
と
の
作
業
で
す
。

「ヴォーリズ建築写真展」
　　　於　：関西学院大学博物館
　　　期間：5.13 ㊊〜 7.13 ㊏

　

桃
井
一
至
（
写
真
家
）
氏
が
全
国
各
地
の
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
を
撮
影

し
た
写
真
展
の
開
催
。
そ
の
案
内
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
が
、
ピ
ア
ソ
ン

記
念
館
の
写
真
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。（
写
真
右
／
全
国
に
発

送
さ
れ
た
写
真
展
案
内
チ
ラ
シ
の
ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
）
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定
期
総
会
が
終
了
し
ま
し
た
。
ピ
ア
ソ
ン
会

が
誕
生
し
て
26
年
も
経
つ
の
か
と
、
感
慨
ひ
と

し
お
で
す
。
こ
の
よ
う
に
長
く
続
く
団
体
に
な

る
と
誰
が
予
想
し
た
で
し
ょ
う
。
現
在
、
設
立

当
初
か
ら
参
加
し
て
い
る
役
職
者
は
３
名
、
理

事
で
は
１
人
と
、
心
細
い
限
り
で
す
。
で
も
新

し
い
役
員
も
誕
生
し
、
世
代
交
代
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
に
関
わ
る
人
々
と
団
体
で

組
織
さ
れ
た
Ｖ
Ｎ
W
（
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
文

化
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
の
総
会
が
、
６
月
29

日
（
土
）・
30
（
日
）
と
、
大
阪
の
関
西
学
院
西

宮
聖
和
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
当
会

か
ら
も
参
加
予
定
で
す
。
こ
の
会
の
設
立
は
、

２
０
０
７
年
、
軽
井
沢
で
の
設
立
総
会
に
よ
り

ま
す
。
今
年
で
設
立
18
年
に
な
り
ま
す
。

　

北
海
道
遺
産
の
制
度
も
、
２
０
０
１
年
に
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
翌
年
の
３
月
に
会
員
の
初
め

て
の
交
流
会
が
札
幌
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当

時
参
加
し
た
時
の
写
真
が
、
ピ
ア
ソ
ン
会
記
念

誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
か
ら
22
年

経
過
し
て
い
ま
す
。

　

考
え
て
み
ま
す
と
、
ピ
ア
ソ
ン
会
の
活
動
は
、

こ
れ
ら
の
組
織
に
支
え
ら
れ
て
現
在
に
至
っ
て

い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、
最
大
の
力
は
皆
様

会
員
の
協
力
が
一
番
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
ご
支
援
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
副
理
事
長
兼
事
務
局
長
）
伊
藤　

悟

「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
の
便
り
」
第
45
回

ピ
ア
ソ
ン
会
顧
問　

グ
ラ
ハ
ム
・
ハ
ー
ド
氏 

２
０
２
４
・
４
・
29
（
月
）

◆
北
見
の
皆
様
、
春
の
良
い
天
候
を
楽

し
ん
で
お
い
で
の
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ

こ
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
良
い
秋
に

向
か
っ
て
い
ま
す
。
朝
夕
は
涼
し
い
で

す
が
、
日
中
は
ま
だ
暖
か
で
す
。
シ
ェ
ー

ク
ス
ピ
ア
パ
ー
ク
放
牧
場
の
羊
や
池
の

カ
モ
た
ち
を
見
な
が
ら
の
散
歩
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
先
日
、
育
樹
専
門
家
が

来
て
庭
の
樹
木
を
剪
定
し
て
く
れ
た
の

で
、
見
晴
ら
し
も
良
く
な
り
ま
し
た
。

◆
先
週
は
、
も
う
一
度
、
弟
の
マ
ー
レ

イ
と
フ
ァ
ン
ガ
ヌ
イ
へ
行
っ
て
き
ま
し

●
瞳ふぁっしょん・瞳けあ

めがね の よっしー
           代表　岩 井 敏 忠     

〒 090-0043 北海道北見市北３条西３丁目

 携帯 .090-2693-1919 ℡ .0157-57-3664

 定休日／毎週木曜日・営業時間／ 10 時〜 19 時

た
。
車
は
リ
ン
ゴ
の
収
穫
で
い
っ
ぱ
い

に
な
り
、
今
年
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
豊

作
で
し
た
。
フ
ァ
ン
ガ
ヌ
イ
に
い
る
間

に
、
ウ
ポ
コ
ン
ガ
ロ
川
に
架
か
る
歩
道

橋
を
見
に
行
き
、
そ
れ
か
ら
曾
祖
父
母

た
ち
の
墓
を
訪
ね
ま
し
た
。
ブ
ッ
シ
イ

パ
ー
ク
で
の
散
歩
に
も
行
き
ま
し
た
。

◆
来
月
の
日
本
訪
問
ま
で
に
は
、
も
う

あ
ま
り
長
い
時
間
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
に
お
会
い
で
き
る
の
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
グ
ラ
ハ
ム
・
ハ
ー
ド

２
０
２
４
・
５
・
10
（
金
）　　

◆
ピ
ア
ソ
ン
会
定
期
総
会
の
日
時
確
認

な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
当
日
、
皆
さ
ま
方
に
お
会

い
で
き
る
の
が
楽
し
み
で
す
。
火
曜
日

の
出
発
に
向
け
て
、
準
備
は
す
っ
か
り

整
っ
て
い
ま
す
。

◆
晴
れ
上
が
っ
た
秋
空
で
す
が
、
今
日

は
涼
し
い
南
風
が
吹
い
て
い
ま
す
。
数

日
間
、
薪
ス
ト
ー
ブ
の
暖
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
が
、
今
夜
も
ま
た
そ
う
な
る

で
し
ょ
う
。
３
月
に
配
達
し
て
も
ら
っ

た
新
し
い
薪
は
よ
く
燃
え
て
、
部
屋
を

心
地
よ
く
温
め
て
く
れ
ま
す
。
皆
様
方

も
快
適
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

２
０
２
４
・
５
・
16
（
木
）　　

◆
Ｅ
メ
ー
ル
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

予
定
通
り
に
昨
日
午
後
、
千
歳
空
港
に

着
き
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か

ら
の
空
路
は
安
定
し
て
い
て
快
適
で
し

た
。
こ
こ
大お

お
あ
さ麻
で
、
晴
れ
た
春
の
天
候

と
八
重
咲
き
の
桜
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

◆
24
日
・
金
曜
日
の
北
見
行
き
列
車
が

決
ま
り
ま
し
た
ら
、
詳
し
い
こ
と
を
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

２
０
２
４
・
５
・
17
（
金
）　　

◆
返
信
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今

日
、
北
見
へ
の
列
車
予
約
が
で
き
ま
し

た
。
５
月
24
日
、
金
曜
日
、
旭
川
か
ら

は
大
雪
１
号
に
乗
車
。
北
見
駅
着
は
15

時
44
分
で
す
。

◆
帰
途
は
、
５
月
31
日
、
金
曜
日
、
北

見
発
８
時
55
分
旭
川
行
き
大
雪
２
号
に

乗
車
、
札
幌
へ
向
か
い
ま
す
。

◆
５
月
25
日
、
土
曜
日
、
16
時
30
分
、

ピ
ア
ソ
ン
会
定
期
総
会
で
皆
様
方
に
お

会
い
で
き
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
す
。
そ
し
て
Ｅ
Ｓ
Ｓ
の
メ
ン
バ
ー
と

の
再
会
も
待
遠
し
く
思
い
ま
す
。
札
幌

で
の
滞
在
を
楽
し
み
な
が
ら
、
北
見
へ

の
旅
が
待
た
れ
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　

グ
ラ
ハ
ム
・
ハ
ー
ド

顧
問
ハ
ー
ド
氏
を
迎
え
て
懇
親
会
！

　

５
月
25
日
土
曜
日
の
総
会
終
了
後
６

時
よ
り
、
会
員
懇
親
会
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
か
ら
来
北
さ
れ
た
ハ
ー
ド
顧
問

の
歓
迎
会
を
オ
ホ
ー
ツ
ク
ビ
ー
ル
園
で

開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
12
名
と
少

な
め
で
し
た
が
、
１
年
に
一
度
の
交
流

の
場
と
し
て
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
、
こ
れ
か
ら

冬
に
向
か
う
季
節
と
の
こ
と
で
す
が
、

私
た
ち
に
と
っ
て
は
長
い
冬
が
明
け
、

本
格
的
な
活
動
を
迎
え
る
季
節
と
な
り

ま
す
。
各
種
行
事
に
ご
協
力
を
！


